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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成21年11月12日(2009.11.12)

【公開番号】特開2008-80648(P2008-80648A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2006-263258(P2006-263258)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７８　
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ５３４　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月28日(2009.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材に画像を形成する画像形成装置と、前記画像形成装置からの記録材に後処理を施
す複数の後処理装置とを含む画像形成システムであって、
　前記画像形成装置と前記複数の後処理装置の接続順序を示す情報を記憶する記憶手段と
、
　前記記録材を排出するための後処理装置を指定する指定情報を含むジョブ情報を受信す
る受信手段と、
　前記受信手段により受信したジョブ情報に含まれる前記指定情報と、前記記憶手段に記
憶された前記複数の後処理装置の接続順序を示す情報とに応じて、前記ジョブ情報に基づ
いて画像形成される記録材の排出経路を決定し、決定した排出経路に含まれる後処理装置
を、動作の開始要求が通知されるべき後処理装置として決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記後処理装置へ前記動作の開始要求を送信する送信手
段と
を備え、前記決定手段により決定された前記後処理装置は前記送信手段からの前記動作の
開始要求にしたがって動作を開始することを特徴とする画像形成システム。
【請求項２】
　前記決定手段は、記録材毎に、動作の開始要求が通知されるべき後処理装置を決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成システム。
【請求項３】
　前記決定手段は、決定された前記排出経路に含まれない後処理装置を、動作の終了要求
が送信されるべき後処理装置として決定し、前記送信手段は、決定された前記排出経路に
含まれない後処理装置に動作の終了要求を送信し、該後処理装置は該動作の終了要求にし
たがって動作を終了することを特徴とする請求項１に記載の画像形成システム。
【請求項４】
　決定された前記排出経路に含まれない後処理装置であっても、後続の記録材への画像形
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成が先行する記録材への画像形成に対して割り込みである場合は、前記送信手段は、決定
された前記排出経路に含まれない後処理装置には、動作の終了要求を送信しないことを特
徴とする請求項３に記載の画像形成システム。
【請求項５】
　前記決定手段は、記録材毎に、動作の終了要求が通知されるべき後処理装置を決定する
ことを特徴とする請求項３に記載の画像形成システム。
【請求項６】
　記録材に画像を形成する画像形成装置と、前記記録材を前記画像形成装置へ給紙する複
数の給紙装置とを含む画像形成システムであって、
　前記画像形成装置と前記複数の給紙装置の接続順序を示す情報を記憶する記憶手段と、
　前記記録材を給紙するための給紙装置を指定する指定情報を含むジョブ情報を受信する
受信手段と、
　前記受信手段により受信したジョブ情報に含まれる前記指定情報と、前記記憶手段に記
憶された前記複数の給紙装置の接続順序を示す情報とに応じて、前記ジョブ情報に基づい
て画像形成される記録材の給紙経路を決定し、決定した給紙経路に含まれる給紙装置を、
動作の開始要求が通知されるべき給紙装置として決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記給紙装置へ前記動作の開始要求を送信する送信手段
と
を備え、前記決定手段により決定された前記給紙装置は前記送信手段からの前記動作の開
始要求にしたがって動作を開始することを特徴とする画像形成システム。
【請求項７】
　前記決定手段は、記録材毎に、動作の開始要求が通知されるべき給紙装置を決定するこ
とを特徴とする請求項６に記載の画像形成システム。
【請求項８】
　前記決定手段は、決定された前記給紙経路に含まれない給紙装置を、動作の終了要求が
送信されるべき給紙装置として決定し、前記送信手段は、決定された前記給紙経路に含ま
れない給紙装置に動作の終了要求を送信し、該給紙装置は該終了要求にしたがって動作を
終了することを特徴とする請求項６に記載の画像形成システム。
【請求項９】
　決定された前記給紙経路に含まれない給紙装置であっても、後続の記録材への画像形成
が先行する記録材への画像形成に対して割り込みである場合は、前記送信手段は、決定さ
れた前記排出経路に含まれない給紙装置へ動作の終了要求を送信しないことを特徴とする
請求項８に記載の画像形成システム。
【請求項１０】
　前記決定手段は、記録材毎に、動作の終了要求が通知されるべき給紙装置を決定するこ
とを特徴とする請求項８に記載の画像形成システム。
【請求項１１】
　記録材に後処理を施す複数の後処理装置と接続される画像形成装置であって、
　前記複数の後処理装置の接続順序を示す情報を記憶する記憶手段と、
　前記記録材を排出するための後処理装置を指定する指定情報を含むジョブ情報を受信す
る受信手段と、
　前記受信手段により受信したジョブ情報に含まれる前記指定情報と前記記憶手段に記憶
された前記複数の後処理装置の接続順序を示す情報とに応じて、前記ジョブ情報に基づい
て画像形成される記録材の排出経路を決定し、決定した排出経路に含まれる後処理装置を
、動作の開始要求が通知されるべき後処理装置として決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記後処理装置へ前記動作の開始要求を送信する送信手
段と
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項１２】
　記録材を画像形成装置へ給紙する複数の給紙装置と接続される画像形成装置であって、
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　前記複数の給紙装置の接続順序を示す情報を記憶する記憶手段と、
　前記記録材を給紙するための給紙装置を指定する指定情報を含むジョブ情報を受信する
受信手段と、
　前記受信手段により受信したジョブ情報に含まれる前記指定情報と前記記憶手段に記憶
された前記複数の給紙装置の接続順序を示す情報とに応じて、前記ジョブ情報に基づいて
画像形成される記録材の給紙経路を決定し、決定した給紙経路に含まれる給紙装置を、動
作の開始要求が通知されるべき給紙装置を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記給紙装置へ前記動作の開始要求を送信する送信手段
と
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　しかし、複数の後処理装置には、一度、動作を停止してしまうと、再開のための準備動
作を必要とする後処理装置が含まれる場合がある。従って、各後処理装置が、勝手に動作
を停止してしまうと、画像形成システムのスループットが低下してしまうおそれがある。
また、特許文献１の画像形成システムは、各後処理装置が、自機に所定枚数の用紙が到着
するのを必ず待ってから停止する。そのため、所定枚数の用紙の到着を待つ必要がないと
きには、無駄な電力消費が生じている。なお、特許文献１は、後処理装置には着目してい
るが、給紙装置には着目していない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、例えば、画像形成システムとして実現できる。画像形成システムは、記録材
に画像を形成する画像形成装置と、前記画像形成装置からの記録材に後処理を施す複数の
後処理装置とを含む画像形成システムであって、前記画像形成装置と前記複数の後処理装
置の接続順序を示す情報を記憶する記憶手段と、前記記録材を排出するための後処理装置
を指定する指定情報を含むジョブ情報を受信する受信手段と、前記受信手段により受信し
たジョブ情報に含まれる前記指定情報と、前記記憶手段に記憶された前記複数の後処理装
置の接続順序を示す情報とに応じて、前記ジョブ情報に基づいて画像形成される記録材の
排出経路を決定し、決定した排出経路に含まれる後処理装置を、動作の開始要求が通知さ
れるべき後処理装置として決定する決定手段と、前記決定手段により決定された前記後処
理装置へ前記動作の開始要求を送信する送信手段とを備え、前記決定手段により決定され
た前記後処理装置は前記送信手段からの前記動作の開始要求にしたがって動作を開始する
ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　なお、画像形成システムは、記録材に画像を形成する画像形成装置と、前記記録材を前
記画像形成装置へ給紙する複数の給紙装置とを含む画像形成システムであって、前記画像
形成装置と前記複数の給紙装置の接続順序を示す情報を記憶する記憶手段と、前記記録材
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を給紙するための給紙装置を指定する指定情報を含むジョブ情報を受信する受信手段と、
前記受信手段により受信したジョブ情報に含まれる前記指定情報と、前記記憶手段に記憶
された前記複数の給紙装置の接続順序を示す情報とに応じて、前記ジョブ情報に基づいて
画像形成される記録材の給紙経路を決定し、決定した給紙経路に含まれる給紙装置を、動
作の開始要求が通知されるべき給紙装置として決定する決定手段と、前記決定手段により
決定された前記給紙装置へ前記動作の開始要求を送信する送信手段とを備え、前記決定手
段により決定された前記給紙装置は前記送信手段からの前記動作の開始要求にしたがって
動作を開始することを特徴としてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、画像形成装置が、後処理装置や給紙装置の接続順序と、排出装置とな
る後処理装置や実際に給紙を行う給紙装置に応じて、動作の開始要求が通知されるべき装
置を決定する。とりわけ、画像形成装置は、各印刷ジョブを管理しているため、後処理装
置や給紙装置の動作開始のタイミングをより好適に決定できる。よって、本発明は、各後
処理装置が、自律的に動作の開始と停止を決定する従来技術と比較して、スループットの
低下を緩和しつつ、電力消費の削減及び低騒音化を実現できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　ページデータ４００の先頭には、ジョブ名称を格納するためのジョブ名称領域４０１が
設けられている。ジョブ名称は、例えば、他のプリンジョブと区別するための識別情報（
ＩＤ）などである。ページＩＤ領域４０２には、他のページと区別が可能な固有のページ
ＩＤが格納される。給紙段ＩＤ領域４０３は、記録材を給紙する給紙装置を指定する指定
情報の一例である給紙段ＩＤが格納される。排出先ＩＤ領域４０４には、記録材を排出す
る後処理装置を指定するための指定情報の一例である排出先ＩＤが格納される。最終紙フ
ラグ４０５は、本プリントデータに対応するページがプリントジョブの最後ページである
か否かを示す情報が格納される。先頭紙フラグ４０６は、本プリントデータに対応するペ
ージがプリントジョブの先頭ページであるか否かを示す情報が格納される。動作モード領
域４１０は、プリントジョブに適用される動作モードを表す動作モード情報が格納される
。動作モードには、例えば、通常動作、通常動作を中断して実行される優先順位の高いジ
ョブを実行する動作（割り込み動作）、同一のジョブだが、排出先をサンプルトレイに替
えて一部だけ出力する動作（プルーフプリント）などがある。なお、ページデータ４００
のうち、画像データ４０７を除くデータが上述の印刷データに相当する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像形成システムおよび画像形成装置


	header
	written-amendment

